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事業の概要 補正の理由

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前

事業の概要 補正の理由

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額

補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

採用試験関係事務費 職員課 総務費 総務管理費 一般管理費 2,000 2,964 4,964 2,964

補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】
　採用試験を実施し、本市の求める人材確保を図る。

【補正の理由】
新型コロナウィルス感染拡大防止のため、採用試験

の第1次試験について、米子市を会場とした試験から、
委託による全国のテストセンター会場を利用する試験
に変更するため、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　採用試験委託料　2,964千円
　実施予定会場　　全国47都道府県

財源 財源名 金額 区分 金額
委託料 2,964

根拠法令

計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

連携備蓄物品更新事業 防災安全課 総務費 総務管理費 一般管理費 4,971 15,597 20,568 15,597

補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症対策として、サージカル
マスク及び次亜塩素酸水を新たに備蓄する。

【補正の理由】
現在、本市におけるサージカルマスク及び次亜塩素

酸水の備蓄量が極めて少なく、あらたな在庫を増やす
ことが緊急の課題となっている。今後、新型コロナウ
イルス感染症が収束するまでの間、市内関係各所にお
いて感染症対策が実施できるよう備蓄する必要がある
ため、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　・サージカルマスク　　   217,500枚
　・次亜塩素酸水20.5ℓ　　  100箱

財源 財源名 金額 区分 金額
需用費 15,384
役務費 213

根拠法令 災害対策基本法、検疫法
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備品購入費 391

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額

事業の概要 補正の理由

事業の概要 補正の理由

計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

業務継続環境整備事業 調査課 総務費 総務管理費 一般管理費 1,631 1,631 1,631

補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

インターネットを通じて、離れた場所に居ながら会
議ができるWeb会議システムを導入し、市の各拠点（本
庁舎、第二庁舎、淀江支所、ふれあいの里、クリーン
センター等）を結んだ会議が可能な体制を構築する。

また、パソコンやスマートフォンを使って場所を問
わず多人数で情報共有、指示伝達や協議を行うことが
できるコミュニケーションツールを導入する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症対策の一環として、Web会

議システムの導入により、職員同士の接触機会や会議
のための移動時間の削減に取り組むほか、新たなコ
ミュニケーションツール(250人分)の導入により、職員
間における即時性の高い情報共有環境を整備するため
予算を計上し対応するもの。

【内容】
　通信料　　　　　          　　　 　71千円
　ソフトウェアライセンス使用料　　1,169千円
　機器（マイクスピーカー等）購入費　391千円

財源 財源名 金額 区分 金額
役務費 71
使用料及び 1,169
賃借料

根拠法令

収税課 総務費 徴税費 徴収費 1,811 1,811 1,811

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

徴収猶予総合窓口設置事業

補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】
地方税法の改正により、新型コロナウイルス感染症の

影響により納税者が相当な収入の減少がある場合に
は、無担保かつ延滞金なしで1年間の徴収猶予を適用で
きる特例が設けられた。また、国民健康保険料、後期
高齢者医療保険料及び介護保険料についても同様の徴
収猶予制度の特例が設けられたため、申請窓口業務を
一本化し、対象者の利便性の向上を図る。

【補正の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入が減
少した方の徴収猶予に緊急的に対応するための総合窓
口を設置し、予算を計上し対応するもの。

【内容】※4ヶ月間
　会計年度任用職員2名    　1,231千円
　消耗品費　　　　　　　　　 100千円
　電話料金及び郵便料金　　　 480千円

財源 財源名 金額 区分 金額
報酬 1,028
共済費 172
旅費 31
需用費 100
役務費 480

根拠法令
地方税法、米子市国民健康保険条例、鳥取県後期
高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条
例、米子市介護保険条例
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事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額

事業の概要

住居確保給付・支援事業 福祉課 民生費 社会福祉費
社会福祉総
務費

4,464 54,012

計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

58,476 40,508 13,504

補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】
　離職又は廃業により経済的に困窮し、又は休業等に
伴う収入減少によって離職や廃業には至っていないが
こうした状況と同程度の状況に至ることで住居を失う
おそれが生じている者に対して、住居確保給付金を支
給する。
※令和2年4月20日付で、休業等に伴う収入減少によっ
て離職や廃業と同程度の状況に至った者にまで支給対
象を拡大することとなった。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大等の状況の中で、支

給対象範囲が拡大されたことにより、申請者が増加す
ることが見込まれるため、予算を補正し対応するも
の。

【内容】
　事務費　　　　　 4,032千円
　住居確保給付金　49,980千円
　（増加申請者見込　420人）

財源 財源名 金額 区分 金額
国 生活困窮者自立支援事業負担金 40,508 報酬 1,919

職員手当等 406
共済費 386
旅費 61
需用費 145
役務費 1,097
委託料 18
扶助費 49,980

根拠法令 生活困窮者自立支援法

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

特別定額給付金事業 福祉政策課 民生費 社会福祉費
社会福祉総
務費

14,880,935 14,880,935 14,880,935

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大に伴
い、迅速かつ的確に家計への支援を行うため、給付を
行う。

【補正の理由】
国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に連動

して給付を行うため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　対象者1人につき100千円を支給
　対象者：基準日（令和2年4月27日）において米子市
　　　　　の住民基本台帳に記録されている者
　対象人数：約148,000人

財源 財源名 金額 区分 金額
国 特別定額給付金事業費補助金 14,800,000 報酬 16,283
国 特別定額給付金事務費補助金 80,935 職員手当等 936

共済費 2,418
旅費 456
需用費 9,400
役務費 28,987
委託料 16,455
使用料及び 5,000
賃借料
備品購入費 1,000
負担金補助 14,800,000
及び交付金

根拠法令
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事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

障がい福祉サービス事業所
等支援事業

障がい者支
援課

民生費 社会福祉費
障がい者福
祉費

1,200 1,200 1,200

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、作業の受
注が減少している障がい福祉サービス事業所等の支援
のため、布マスクを発注・購入する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業

所等への支援を行うため、予算を計上し対応するも
の。

【内容】
　布マスク　300円×4,000枚＝1,200千円

財源 財源名 金額 区分 金額
需用費 1,200

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

在宅障がい者安否確認等支
援事業

障がい者支
援課

民生費 社会福祉費 1,746 1,746 873 436 437

目名称 補正前

障がい者福
祉費

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症防止のため事業所の利用
が停止され、在宅生活を強いられている障がいのある
方等に対して、相談支援専門員による個別の居宅訪問
により現状把握を実施し、緊急的な相談対応や情報提
供等を行う。

【補正の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている障が
いのある方等への在宅生活中の支援を緊急的に実施す
るため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
・委託先
　社会福祉法人あしーど（基幹相談支援センター）
・委託料
　人件費相当分　942千円
　運営費相当分　804千円
・国1/2、県1/4補助

財源 財源名 金額 区分 金額
国 在宅障害者等に対する安否確認等 873 委託料 1,746

支援事業補助金
県 在宅障害者等に対する安否確認等 436

支援事業補助金

根拠法令



(単位：千円）
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事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

放課後児童対策事業（なか
よし学級）

子育て支援
課

民生費 児童福祉費
児童福祉総
務費

157,662 594 158,256 594

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウィルス感染症対策のため、なかよし学
級へ配布するサージカルマスク10,000枚を購入する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症に緊急的に対応するた

め、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　サージカルマスク（10,000枚）　594千円

財源 財源名 金額 区分 金額
国 子ども・子育て支援交付金 594 需用費 594

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

公立保育所運営事業
子育て支援
課

民生費 児童福祉費
子ども・子
育て支援費

556,755 2,507 559,262 2,507

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウィルス感染症対策のため、公立保育所
へ配布するサージカルマスク40,000枚を購入する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症に緊急的に対応するた

め、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　サージカルマスク（40,000枚）　2,507千円

財源 財源名 金額 区分 金額
国 子ども・子育て支援交付金 2,507 需用費 2,507

根拠法令 児童福祉法、子ども・子育て支援法
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事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

地域子育て支援センター事
業

こども相談
課

民生費 児童福祉費
子ども・子
育て支援費

39,351 2,040 41,391 2,040

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症対策のため、地域子育て
支援センターで使用するマスク、消毒ジェル等を購入
する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症に緊急的に対応するた

め、予算を補正し対応するもの

【内容】
　消耗品等　2,040千円
　サージカルマスク（12,500枚）、手指消毒ジェル等

財源 財源名 金額 区分 金額
国 子ども・子育て支援交付金 2,040 需用費 1,058

備品購入費 982

根拠法令 子ども・子育て支援法

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

子育て世帯への臨時特別給
付金事業

子育て支援
課

民生費 児童福祉費
子ども・子
育て支援費

222,699 222,699 222,699

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育
て世帯を支援する取組として、児童手当（特別給付を
除く）を受給する世帯に対し、臨時特別給付金を支給
する。

【補正の理由】
　国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に
併せて給付事業を実施するため、予算を計上し対応す
るもの。

【内容】
　支給対象者：令和2年4月分の児童手当受給者
  対象児童　：平成16年4月2日から令和2年3月31日ま
              でに生まれた児童
　支給額　　：児童1人につき10千円
  対象児童数：約21,100人

財源 財源名 金額 区分 金額
国 子育て世帯への臨時特別給付金給 211,000 報酬 720

付事業費補助金 共済費 132
国 子育て世帯への臨時特別給付金給 11,699 旅費 30

付事務費補助金 需用費 513
役務費 5,304
委託料 5,000
扶助費 211,000

根拠法令



(単位：千円）

4 1 4
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(単位：千円）

7 1 2
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事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

環境衛生事業 健康対策課 衛生費 保健衛生費 環境衛生費 302 2,000 2,302 2,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【補正の理由】

新型コロナウイルス感染症に緊急的に対応するた
め、予算を補正し対応するもの。

【内容】
　消耗品費　2,000千円
　　サージカルマスク(5,000枚)・消毒薬・非接触式体
　　温計等

財源 財源名 金額 区分 金額
需用費 2,000

【事業の概要】
　新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク、消
毒薬等を購入する。

根拠法令
新型インフルエンザ等対策特別措置法第3条、第
34条

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

新型コロナウイルス感染症
事業者支援特別対策事業

商工課 商工費 商工費
商工業振興
費

51,177 1,640 52,817 820 820

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】
＜中小企業小口融資利子補助金＞

売上高が減少した事業者が、米子市中小企業小口融
資資金の融資を受けた場合、売上高が5%以上減少して
いる場合は利子額の1/2を補助し、売上高が15%以上減
少している場合は利子全額を補助する。補助期間は36
か月以内とする。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症により、市内の幅広い業

種に影響が出ており、今後の売上も前年と比べて大幅
に減少することが予測される中、市内事業者の経営を
維持・継続・安定させるため予算を補正し対応するも
の。

【内容】
＜中小企業小口融資利子補助金＞
想定融資実行額2億円、借入期間5年
売上高5%以上の減少　 利子額の1/2を補助
売上高15%以上の減少　利子額の全額を補助
利子補助額：1,640千円

財源 財源名 金額 区分 金額
県 中小企業小口融資特別融資支援事 820 負担金補助 1,640

業補助金 及び交付金

根拠法令
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- 8 -

(単位：千円）

7 1 2

10
11
12
13

18

(単位：千円）

7 1 2

18

目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

商工業振興
費

187,000 187,000 187,000

事業名 所管課 款名称 項名称

飲食業応援事業 商工課 商工費 商工費

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた飲食業へ
の事業継続支援のため、全世帯に5千円分（5枚綴り、
割引率1/2、2.5千円は自己負担）の飲食割引券を配布
する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた飲食業に

ついて、事業継続を支援するため予算を計上し対応す
るもの。

【内容】
全世帯に5千円分（5枚綴り、割引率1/2、2.5千円は

自己負担）の飲食割引券を配布。

　事務費　　： 17,000千円
　割引助成額：170,000千円
　経済効果額：340,000千円

財源 財源名 金額 区分 金額
需用費 5,747
役務費 6,642
委託料 4,160
使用料及び 451
賃借料
負担金補助 170,000
及び交付金

根拠法令

目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

商工業振興
費

37,500 37,500 37,500

事業名 所管課 款名称 項名称

飲食業等設備投資応援補助金 商工課 商工費 商工費

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた飲食業事
業者等が、感染症防止につながる店舗改修費用及び事
業継続を図るための業態変更に要した経費を助成す
る。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症の拡大で特に影響を受け

た飲食業等の設備投資、業態変更、タクシーを利用し
た料理配送に対し助成し、事業継続を支援するため、
予算を計上し対応するもの。

【内容】
　①店舗の個室化、換気設備の設置等の設備改修費や
    業態変更に要する備品購入費
　  補助率　：3/4、補助上限額：750千円
　②タクシーを利用した料理配送料
　　補助額　：1回につき1千円
　経済効果額：50,000千円

財源 財源名 金額 区分 金額
負担金補助 37,500
及び交付金

根拠法令



(単位：千円）

7 1 3

10
18

(単位：千円）

7 1 3

18

事業名 所管課 款名称 項名称

宿泊業緊急支援事業 観光課 商工費 商工費

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

市民が旅館・ホテルを利用した際の宿泊代、食事代
を割引することにより、旅館・ホテルの事業継続につ
なげる。

市民が旅館・ホテルで客室や風呂等の資源を活用
し、宿泊又は飲食した際の利用金額のうち、半額を助
成する。なお、宿泊利用の助成上限は1人当たり5千
円、飲食利用の助成上限は1人当たり3千円とする。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症の影響により、旅館・ホ

テルの宿泊や飲食等の需要が激減しており、売上金額
が前年を大きく下回っていることから、旅館・ホテル
への支援として予算を補正し対応するもの。

【内容】
　消耗品費　100千円
　補助金
　　10,000千円（宿泊者5千円×2,000人）
　　30,000千円（飲食のみ3千円×10,000人）
    経済効果額　80,000千円

財源 財源名 金額 区分 金額
需用費 100
負担金補助 40,000
及び交付金

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

皆生温泉振興支援事業 観光課 商工費 商工費 観光費 6,000 6,000 6,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】
　宿泊客の激減により、市と共に皆生温泉のにぎわい
創出の事業を実施している皆生温泉旅館組合の運営に
支障が生じている現状を踏まえ、円滑なにぎわい創出
の事業実施のため、固定費に係る部分の運営費を助成
する。

【補正の理由】
　皆生温泉旅館組合は、皆生温泉開発100周年記念事業
やにぎわい創出事業の企画運営の中心を担う団体であ
り、皆生温泉の賑わいを作っていくためには、業務継
続が必要であるため、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　補助金　6,000千円

財源 財源名 金額 区分 金額
負担金補助 6,000
及び交付金

根拠法令

目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

観光費 40,100 40,100 40,100

- 9 -



- 10 -

(単位：千円）

10 1 2

1
3
4
8
10
11
12
13

(単位：千円）

10 3 2

11

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

中学校教育振興費事務費 学校教育課 教育費 中学校費 教育振興費 1,000 1,000 1,000

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染拡大に伴い,修学旅行を延期
せざるを得なくなったために発生するキャンセル料を
負担する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染拡大に伴う修学旅行の延期

により生じた保護者等への経費負担の軽減を図るた
め、予算を計上し対応するもの。

【内容】
　中学校5校を想定
　　200千円×5校

財源 財源名 金額 区分 金額
役務費 1,000

根拠法令

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

いい学び推進事業 教育総務課 教育費 教育総務費 事務局費 88,762 88,762 7,920 80,842

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】
災害や感染症の発生等により学校が臨時休業等になっ
た場合、全ての児童・生徒がICT機器を活用した家庭で
学習できる環境を実現する必要があることから、モバ
イルルーター、及び家庭学習支援ソフト「すらら」を
導入したパソコンの貸し出し支援を行うとともに、小
学校及び中学校を対象としたICT支援員を配置し、教職
員の支援を行う。

【補正の理由】
新型コロナウィルス感染拡大による学校の臨時休業

等において、すべての子供たちの学びが保障できる環
境を整備する必要があるため予算を計上し対応するも
の。

【内容】
①家庭学習支援ソフト「すらら」ライセンス料
　15,840円（12,000人分）
②貸出用モバイルルーター等の整備
③貸出用の教育用パソコンの再設定
④ICT支援員2名の配置

財源 財源名 金額 区分 金額
県 ＩＣＴを活用した学習支援補助金 7,920 報酬 2,639

職員手当等 312
共済費 492
旅費 84
需用費 2,251
役務費 19,215
委託料 24,750
使用料及び 39,019
賃借料

根拠法令



(単位：千円）

10 5 1

10

(単位：千円）

10 5 4

18
【事業の概要】
（1)学校臨時休業に係る学校給食費返還等事業費補助
金

学校の臨時休業に伴う学校給食中止により発生した
既に発注済みの食材に係る違約金相当額を、給食用物
資を調達している米子市学校給食会に対し経費助成す
ることにより、保護者負担の回避を図る。
（2）学校臨時休業に係る衛生管理改善事業費補助金

学校給食調理業者等が新型コロナウイルス感染症対
策を踏まえた衛生管理の徹底・改善のために行う設備
等購入の経費に対し助成を行う。

根拠法令
学校給食法、補助金等に係る予算の執行の適
正化に関する法律

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

学校保健事業 学校教育課 教育費 保健体育費
保健体育総
務費

47,423 13,940 61,363 6,970 6,970

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【事業の概要】

新型コロナウイルス感染症対策として必要となる物
品を購入する。

【補正の理由】
新型コロナウイルス感染症対策のために、予算を補

正し対応するもの。

【内容】
・児童生徒用サージカルマスク   190,000枚
・非接触式体温計、ゴム手袋、フェイスガード等

財源 財源名 金額 区分 金額
国 新型コロナウイルス感染拡大防止 6,970 需用費 13,940

支援補助金

根拠法令 学校保健安全法ほか

事業名 所管課 款名称 項名称 目名称 補正前 補正額 計
補正額の財源内訳

特定財源
一般財源国庫支出金 県支出金 地方債 その他

学校臨時休業対策費補助事
業

学校給食課 教育費 保健体育費 給食施設費 15,147 15,147 11,109 4,038

事業の概要 補正の理由 補正額の特定財源の内訳 節
【補正の理由】

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止措置によっ
て生じた事案に対し、緊急的に対応するため、予算を
計上し対応するもの。
【内容】
（1）学校給食費返還等事業費補助
　米飯、パン、牛乳、一般物資調達中止に係る経費
　補助　12,147千円
　
（2）衛生管理改善事業費補助
　設備更新費補助　1,800千円
　消耗品費補助　　1,200千円

財源 財源名 金額 区分 金額
諸収入 全国学校給食会連合会補助金 11,109 負担金補助 15,147

及び交付金

- 11 -


